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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 37.1 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

ポイント 平成17年度 平成22年度

人 平成15年度 平成22年度

ポイント 平成17年度 平成22年度

台 平成17年度 平成22年度

大目標：　ひと・文化・歴史が出合う、甚目寺の新たな顔づくり
　　　　　目標１ 地域の顔となる、利便性の高い広場空間の形成を目指す
　　　　　目標２ 歴史・景観資源、文化・活力資源、人的資源を十分に活用した、魅力あふれるまちを目指す
　　　　　目標３ 安心して訪れる・住むことができる、安全なまちを目指す

[地区の特徴]
・本地区は、名鉄津島線甚目寺駅を中心とし、商業施設や公共公益施設が集積する旧甚目寺町の中心商業地である。

・本地区は、飛鳥時代に起源があるとされる甚目寺観音（国指定重要文化財に指定）を核として、近代以前から門前町が形成され、高度経済成長期以降には名古屋都心部まで１５分程度という地理的優位性から名古屋市のベッドタウンとして急速に発展
し、甚目寺駅を核に商業地、その後背部に住宅地が形成され、旧甚目寺町内で最も地区別人口が多いまちの中心地域となっている。

・しかし、本地区は、門前町として自然発生的に集落が形成されたうえに、高度経済成長期以降の急速な市街化の結果、計画的な基盤整備がなされていない状況にある。

[まちづくりの現況]
・地区北部には、大規模商業施設や公共公益施設が集積しているが、当地区のアクセス拠点となる甚目寺駅には南口改札しかないため、駅前広場整備をはじめとする駅周辺の開発が望まれている。

・地区南部には、甚目寺観音などの神社・寺院や鎌倉街道へ連絡する津島街道（西条清洲線）といった文化的空間が多く存在しているにもかかわらず、その資源を十分に活用し切れていない状況にある。

・本市は、平成１４年には東海地震に係る地震防災対策強化地域に、平成１５年には東南海・南海地震防災対策推進地域に指定され、人が多く集まる本地区においても災害に強いまちづくりが求められている。

[これまでの取り組み]
・このような状況下、甚目寺駅周辺地区のあるべき姿を設定し、その実現化を進めるために、平成15年度に旧甚目寺町職員を主体に愛知県、国土交通省の関係部署をメンバーとした甚目寺駅周辺整備計画等研究会、旧甚目寺町議会議員による駅周辺
整備計画調査特別委員会、平成16年度に地域住民、鉄道利用者、地元経済界等による駅周辺まちづくり検討会を立ち上げ、駅周辺におけるまちづくりについて官民協働で積極的な検討を行い、駅周辺整備基本構想を策定した。

交付期間

約800台 0
駅南北の自転車駐車場整備による駅周辺の利便性や景観の向上
について、駅周辺の放置自転車数として評価し、放置自転車をなく
すことにより目標を達成することとする。

都道府県名 愛知県 あま市
し

甚目寺駅周辺地区
じも く じ え き し ゅ う へ ん ち く

計画期間 22

3.5ポイント

４．放置自転車数 駅周辺の放置自転車数

住民アンケートでの駅前空間の利便性の満足度
（５段階評価）

約60,000人

３．市民（旧甚目寺町民）の
　　　　　　　　　　　　　防災満足度

住民アンケートでの行政の防災対策について満足度
（５段階評価）

２．甚目寺観音参拝者数

3.5ポイント

地区内の代表的施設である甚目寺観音への年間参拝者数
の減少抑止

地域特性と既存ストックを活用した地域振興策の展開の成果を、
地区の代表的観光施設である甚目寺観音の参拝者数として評価
し、甚目寺観音年間参拝者数の減少傾向を抑止することにより目
標を達成することとする。

防災面における整備改善・ＰＲの成果をアンケート調査により評価
し、調査結果の住民満足度指数向上を図ることにより、目標を達成
することとする。

約60,000人

2.3ポイント

１．駅前空間の利便性の満足度

目標と指標及び目標値の関連性

・本地区は名鉄津島線によって南北に分断されており、鉄道改札口のある駅南側へ通じる道路も一方通行等の規制により、駅へのアクセスが煩雑な状況となっている。また、駅周辺の基盤整備は進んでおらず、近年市街化が進んでいる本地区外周部
（特に北部方面）からの自動車・自転車利用者への対応が十分にされていないことから、利便性の高い広場空間の整備を図る必要がある。

・本地区は①甚目寺観音をはじめとした歴史・景観資源、②駅前の商業空間など、旧甚目寺町中心部としての文化・活力資源、③地域住民・来街者などの人的資源の、3つの資源が十分に活用されていないことから、甚目寺観音参拝者が減少し周辺商
店街が衰退傾向となっており、地域特性と既存ストックを活用した振興策の展開を図る必要がある。

・本地区は旧甚目寺町内で最も人口が多い区域であるが、防災対策（安全な避難所の確保や非常時のライフライン確保）が遅れていることから、安心して訪れ、住むことができるまちとして、防災施設の整備改善を図る必要がある。

従前値 目標値

・「第3次甚目寺町総合計画」では、「明るく　住みよい　緑の多いまち」を町の将来像とし、本地区は、「まちの顔」として、商業や観光に配慮しながら、景観の良い市街地形成が必要であると位置づけられている。また、生活環境や都市基盤の整備に努め
人にやさしいまちづくりを進めること、さらに、大規模自然災害に備えて、防災体制の整備が必要であると位置づけられている。

・「甚目寺町都市計画マスタープラン」では、町の将来像を「歴史と緑あふれる快適生活都市」と設定し、本地区は、「商業・業務核」として位置付けられており、商業・業務活動や文化活動など複数の都市活動が複合する海部郡東部の中心地区の形成を
進めていくこととされている。また、駅前広場の整備と合わせた市街地再開発による商業機能の集積や、甚目寺観音を活用した観光地型商店街の整備を検討することが位置づけられている。

指　　標 定　　義

1.8ポイント

駅前空間の整備を行ったことによる、交通結節点としての魅力や
各施設の利便性向上等の成果をアンケート調査により評価し、調
査結果の住民満足度指数向上を図ることにより、目標を達成する
こととする。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・道路（基幹事業/（都）五条高校線および駅前広場、甚目寺森線歩道設置、駅アクセス歩道）
・地域生活基盤施設（基幹事業/地域防災施設：耐震性防火貯水槽整備事業等）
・地域創造支援事業（提案事業/甚目寺小学校耐震補強事業）

○事業終了後の継続的なまちづくり活動

　・施設の維持管理については、駅前広場や駅アクセス歩道の清掃作業等を商店街・自治会等で行えるように今後協議を進めていく。

○交付期間中の計画の管理について

　・あま市 都市計画課が事業の総合調整機関としての任務を行う。
　・本事業に関連する部局間で、連絡調整会議を定期的に開催し、事業進捗の確認、事業内容の調整等を行うことで、効率的な事業推進を図っていく。
　・事業進捗状況を、「広報あま」で事業の節目ごとに随時公表することで市民への周知を図っていく。

方針に合致する主要な事業
整備方針１（地域の顔となる、利便性の高い広場空間の形成を目指す）

・駅北の広場整備を核に、北側改札の新設、駐輪場の設置、駅へのアクセス歩道整備等を行うことにより、駅前地区の利便性の向上及び賑わい空間の
形成を図る。

・道路（基幹事業/（都）五条高校線および駅前広場、五条高校線、駅アクセス歩道、自転車駐
車場）
・高質空間形成施設（基幹事業/シェルター、照明施設等）
・地域創造支援事業（提案事業/駅前周辺空間整備促進事業）
・まちづくり活動推進事業（提案事業/駅前広場ワークショップ）
・甚目寺駅北口駅舎新設工事（関連事業）
・甚目寺駅バリアフリー化工事（関連事業）

整備方針２（歴史・景観資源、文化・活力資源、人的資源を十分に活用した、魅力あふれるまちを目指す）

・地域特性と既存ストックを活用した振興策の展開を図り、まちの魅力を総合的に向上させるために、
「来街者を誘導」、「景観に配慮した照明施設・ストリートファニチャー」、「観光・地域活性化のための交流空間」等の整備を図る。
・旧町民の自主・自立的なまちづくり活動による地域活性化を推進するために、町民主体のソフト施策を企画・計画・実行するためのワークショップ等を開
催する。

・高質空間形成施設（基幹事業/ストリートファニチャー）
・地域生活基盤施設（基幹事業/(仮称)甚目寺駅前交流ひろば、総合案内サイン等）
・まちづくり活動推進事業（提案事業/観光地形成ワークショップ）
・まちづくり活動推進事業（提案事業/甚目寺観光交流センター活用ワークショップ）

整備方針３（安心して訪れる・住むことができる、安全なまちを目指す）

・防災面での整備改善を図り、安心・安全なまちを目指すために、災害時の緊急避難場所となる甚目寺小学校の耐震補強や、飲料水確保のための耐震
性防火貯水槽の設置、公共空間確保策としての道路・ポケットパーク整備等を行う。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

あま市 直
L=67m,W=23m,
駅前広場A=約
4,000㎡

H18 H22 H18 H22 1,272 1,272 1,272 1,272

あま市 直 L=41m,W=18m H19 H22 H19 H22 145 145 145 145

あま市 直 L=130m,W=9m H18 H22 H18 H22 80 80 80 80

あま市 直 L=260m,W=9m H18 H22 H18 H22 120 120 120 120

あま市 直
L=100m,W=2～

4m
H18 H22 H18 H22 71 71 71 71

あま市 直 L=62m,W=4m H18 H20 H18 H20 24 24 24 0 24

あま市 直 L=50m,W=4m H18 H20 H18 H20 22 22 22 0 22

あま市 直 L=110m,W=6m H18 H22 H18 H22 31 31 31 0 31

あま市 直 L=68m,W=6m H18 H21 H18 H21 73 73 73 0 73

あま市 直 L=46m,W=4m H18 H22 H18 H22 16 16 16 0 16

あま市 直 － H19 H21 H19 H21 173 173 173 0 173

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 あま市 直 － H20 H22 H20 H22 297 297 297 297

高質空間形成施設 あま市 直 － H21 H22 H21 H22 48 48 48 48

高次都市施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 2,372 2,372 2,372 2,372 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

あま市 直
耐震壁増設、
設備改修等

H18 H19 H18 H19 394 394 394 394

あま市 直 A=約37.1ha H22 H22 H22 H22 93 93 93 93

あま市 直 － H22 H22 H22 H22 4 4 4 4

－ 0

あま市 直 － H18 H18 H18 H18 6 6 6 6

あま市 直 － H19 H19 H19 H19 4 4 4 0 4

ワークショップ（観光地形成） あま市 直 － H20 H20 H20 H20 2 2 2 2

合計 503 503 503 503 …B
合計(A+B) 2,875

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
愛知県 国土交通省 L=440ｍ ○ Ｈ18 Ｈ23 2,030

下水道整備事業 あま市 国土交通省 A＝390ｈa ○ H15 H26 13,237
名古屋鉄道（株） 国土交通省 － ○ ○ ○ Ｈ21 Ｈ22 428

あま市 － － ○ Ｈ21 Ｈ22 208
合計 15,903

（都）西今宿東条線整備事業 あま市甚目寺

あま市甚目寺
甚目寺駅北口駅舎新設工事
甚目寺駅バリアフリー化工事

事業

細項目

甚目寺小学校

－

事後評価分析業務

－

細項目

（都）五条高校線
および駅前広場

西条清洲線

甚目寺森線

五条高校線

道路

直／間

自転車駐車場

交付期間内事業期間

甚目寺57号線
（駅アクセス歩道）

甚目寺56号線
（駅アクセス歩道）

甚目寺58号線
（駅アクセス歩道）

甚目寺27号線

甚目寺24号線

駅アクセス歩道

規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 2,875 交付限度額 1,150 国費率

事業 事業箇所名 事業主体

0.4

0

0

0

うち民負担分

0

0

0－

0－

全体事業費所管省庁名事業箇所名 事業主体 規模
（いずれかに○） 事業期間

－

－

0

0

0

住宅市街地
総合整備
事業

0

0

うち民負担分

0

0

甚目寺小学校耐震補強事業

（参考）事業期間
事業主体 直／間

交付期間内事業期間
規模

あま市甚目寺

あま市

－

駅前周辺空間整備促進事業

事業箇所名

まちづくり活
動推進事業

ワークショップ（駅前広場整備）

ワークショップ（甚目寺
観光交流センターの活用方法）

事業活用調
査

事業



駅前空間の利便性の満足度 （ポイント） 1.8ポイント （H１７年度） → 3.5ポイント （H２２年度）

甚目寺観音参拝者数 （人） 約60,000 （H１５年度） → 約60,000 （H２２年度）

町民の防災満足度 （ポイント） 2.3ポイント （H１７年度） → 3.5ポイント （H２２年度）

目標 ひと・文化・歴史が出合う、甚目寺の新たな顔づくり
代表的な

指標

　甚目寺駅周辺地区（愛知県あま市）　整備方針概要図

■基幹事業
地域生活基盤施設事業
総合案内サイン等

総合案内サイン
誘導サイン
定点サイン

○関連事業
(都)西今宿東条線整備事業

【凡 例】

甚目寺駅周辺地区
（A=37.1ha）

■基幹事業
□提案事業

○関連事業

■基幹事業
道路事業
西条清洲線

○関連事業
下水道整備事業

0 100 200 300 400 500m

1：１0，000

■基幹事業
道路事業
甚目寺森線歩道設置

■基幹事業
道路事業

甚目寺56号線（駅アクセス歩道）
甚目寺57号線（駅アクセス歩道）
甚目寺58号線（駅アクセス歩道）
駅アクセス歩道
甚目寺27号線
甚目寺24号線

□提案事業
まちづくり活動推進事業（地区全体）
駅前広場ワークショップ
甚目寺観光交流センター活用ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
観光地形成ワークショップ

■基幹事業
道路事業
(都)五条高校線および駅前広場
高質空間形成施設
シェルター、照明、ｽﾄﾘｰﾄﾌｧﾆﾁｬｰ

○関連事業
甚目寺駅バリアフリー化工事
甚目寺駅北口駅舎新設工事

□提案事業
地域創造支援事業
甚目寺小学校耐震補強事業

□提案事業
事業活用調査（地区全体）

事後評価分析業務

■基幹事業
道路事業
五条高校線

■基幹事業
地域生活基盤施設事業
耐震性防火貯水槽整備事業

■基幹事業
道路事業
自転車駐車場整備事業

□提案事業
地域創造支援事業（地区全体）
駅前周辺空間整備促進事業

■基幹事業
地域生活基盤施設事業
(仮称)甚目寺駅前交流ひろば


